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でいらっしゃいます羽田昶先生です。先生は国学院大学文学部を卒業されて、東京国立文化財研究所芸能部の研究員・室長 経て、武蔵野女子大学（のち武蔵野大学）の教授と能楽資料センター長を務められました。現在は東京文化財研究所名誉研究員、武蔵野大学客員教授、能楽資料センター 員をされています。専攻は能・狂言を中心とする演劇研究、著書に『狂言─鑑賞のために』保育社、 『能─本説と展開』桜楓社、 『岩波講座
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え頂く形で前半を進めます。この講座の目的の一つに、若い世代の愛好家を増やそうということがあり、素人の質問から始めようと思います。例えば、外国の人から、能と狂言はどう違うん すか、なぜ能 言 んですか、とよく聞かれるんです。羽田
　
能と狂言とは、じつは共通の要素 類似点が多い
のですが、その、どう違うかという点だけをわかりやすく単純化 ると、能は音楽劇・舞踊劇 シリアスな演劇なのに対し、狂言はせりふとしぐさによって演じられる、笑いと風刺の世界を描いた演劇 言 こ が きます。　
それで、能と狂言を総称して「能楽」と申します。明
治一四年に能・狂言 保護 目的とする「能楽社」という団体が設立され、そのとき芝公園 今の東京タワーところに「能楽堂」が建てられました。江戸時代までは、江戸城をはじめ各藩の城内や、寺社の境内に「能舞台」がありましたが、その能舞台を取り込んだ「能楽
堂」という建築物が初めてできたのも「能楽」という名称が生まれたのも、この明治一四年のことなんです。この能楽堂は、その後、靖国神社の中に移設されました。　
江戸時代までは、 「能楽」ではなく「猿楽」と呼ばれ



































ングでお馴染みですが、あれは福田蘭童の作曲ですね。祖母は「この、福田蘭童っていうのはねえ、昔 色魔って言われたんだよ」なんていう。子供に向かっていう言葉じゃないですよね。それで私も色魔って言葉 すぐ字引きで調べたりして（会場笑） 、非常にませちゃいましてね。
　
そんなことで、ジャンルを問わず音楽を聞くことと文


















今年はそれが四回も五回も演じられ おりまして、年が明けてから神崎流の地唄舞研究会で能の〈檜垣〉 話をすることになっていて、 〈檜垣〉のことを今考えているから例が出るんですけど、 〈檜垣〉は白拍子がその美貌や歌舞の魅力によって、世の男どもを魅惑した、その罪によって、死後は地獄で永遠に釣瓶の水 汲み続けなければならないという、 の業火 悩む老いた白拍子の霊がシテの能です。坂口安吾は能なんか見たことないのかも知れませんが、 「こんな美しい物語をつくるとは、世阿弥という人の天才ぶりに降参せざるを得な 」と、『青春論』という文章の中で言っています。それはともかく、 〈檜垣〉は全編これ美し 文章でできているので

































て、それは横道萬里雄という方で 。まだ私が高校の師をしておりましたときに、横道先生は文化財研究所の演劇研究室長でした。岩波書店の日本古典文 大系に『謡曲集』上下二巻がありますが、この『謡曲集』は横道萬里雄と表章という二人の先生が校注し 。このお二人は戦後の能楽研究をずっと牽引 てきた方で、能楽研究にかかわる人でこの二人の影響を受けて な






























































































































































































質論」という名前を付けたんですが、ここからは私がお二人の先生に、能楽の魅力再発見ということで色々 かがっていきます。素人の私にどれだけのことができるわかりませんけれども 「ようこそ幽玄の世界へ」 い
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う特別講座のタイトルに、現代的な新しい切り口で入り込んでいけたらと考えております。　「幽玄」について能楽の事典類を読みますと、 「世阿弥用語で、能が理想的境地 した優雅さを指す語」ということが書かれていますが、素人にはもう一つよくわからないという印象があるかと思います。 「幽玄」という言葉は元々は和歌の世界で使われ 概念とも聞いておりますけれども、三浦先生、いかがでしょうか。三浦
　
私は和歌の専門家ではないので中途半端な知識で
しかお答えできませんけれども 元々「幽玄」という言葉は中国で言われていたもので、そ が日本に輸入されたときに、とても雰囲気のある言葉だったので、和歌の世界で重用され、余情・余韻 ど目に捉えら な ような概念を「幽玄」というようになったようです。　
それが世阿弥になりますと、子供の姿のような、パッ


























いうんですけれども、その仮面劇 能はどう違う かということを聞かれるんですね。例えば〈オペラ座の怪人〉のマスクは正体を隠す の すよね。 ころがお
の面というのは、その人になり切るわけです。だから中で誰が演じているのかということよりも、面をかけることによって力が加わ というか、イメージが加わるというところなんだろうと思います。そ いう意味で お能がヨーロッパの仮面劇とどう違っていて お能が究極の仮面劇として世界で唯一の高みに上れたというよ なところがあるのではない しょうか。そういう ころを三浦先生にお話し頂ければと思います。三浦
　
世界各地の仮面劇や仮面の儀式に共通する仮面の
意味というものがあります。それは、あの世からこ 世に一時的に来訪する存在を可視化する いうこ です。先生の言われた〈オペラ座の怪人〉の怪人とは、やはりあの世からこの世に訪れた存在と て仮面をかける意味もあるかと思います。　
日本の能が仮面劇として世界最高峰にある理由を、二
つの方向から考えることができると思います。一つは、仮面を用いた演技が非常 洗練されていることです。上手な能楽師が能面をかけると、そ 能楽師の肉体の一部になっているように見えます。もう つは、能面自
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か神とかこの世の者に非ざる者、異形の者のときだけ面をかけたらしいんですね。だから女の役に扮する でも、男の役者が素顔で鬘を被って演じていたようです。その名残りが狂言の女の役に残っていますが、そのうち段々と、ある意味でリアリズムを追求し、能面の工作技術が発展し 能面の種類も増え、面をかける役が多くなっていきます。それでも原則と ては霊的なもの、性や老人に扮するとき 人間以外の役に扮するとき け面をかけて、そうでないときは直面なんですね、例外はありますが、原則はそう んです。つまり、こ 世の男性の役は直面なんですね。　
ワキというのはドラマツルギー上、常にこの世の者で















































































したのかという個人的なお話 少しだけさせて下さ 。じつは羽田先生は五〇年前、正確には五一年前 私の高校の国語の先生でいらっしゃいました。 （会場 驚きの声・笑・拍手） 。当時、私は高校三年生、一七歳。羽田先生、二七歳。白皙 美青年 いらっしゃいました。　
昨年、五〇年ぶりに武蔵野大学の退職者の会で先生に
お声をかけて頂いたんです。 「 さんですよね」と。先生、覚えていて下さっ よ 私もすぐ思い出しました。私が井伏鱒二の教材で質問をして にお答え頂
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民法学者。武蔵野大学副学長・法学部長・社会連携センター長。一九四九年生まれ。開成高校卒業。慶應義塾大学経済学部卒業後、同大 大学院法学研究科民事法学専攻博士課程修了。博士（法学） 。慶應義塾大学法学部教授・同大学院法務研究科教授を経て、二〇一五年より武蔵野大学法 長、慶應義塾大名誉教授。一七年より現職。 「債権譲渡の研究」 （ 『債権譲渡の研究』 ［弘文堂、一九九三年］ 『債権譲渡法理の展開』 ［弘文堂、二〇〇一年］ 、 『債権譲渡の発展と特例法』 ［弘文堂、二〇一 年］ 、 『債権譲渡と電子化・国際化』 ［弘文堂、二〇一〇年］の論文集を対象）により二〇一〇年度慶應義塾福澤賞を受賞。 二年紫綬褒章を受章。著書にはそ 他『スタートライ債権法』 （日本評論社、初版一九九五年［現六版］ ） 、『ボワソナードとその民法』 （慶應義塾大学出版会、二〇一一年） 、 『民法はおもしろい （講談社 代新書、二〇一二年）など多数。
